
平成２６年度第７回精密工学研究所教授会議事要録 

 

日 時：平成２６年１１月１３日（木）１３：１５～１４：０７  

場 所：Ｒ２棟６階大会議室 

出席者：新野所長，横田，里，北條，佐藤（誠），堀江，初澤，奧村，中村，進士の各教授 

吉田，宮本，栁田，曽根，高村，稲邑，田原，只野の各准教授 

田卷専門職，森山ＧＰ長，関根主査，柴山 

欠席者：益，小山，中本，小池，細田，植之原の各教授， 

佐藤（千），松村，長谷川，金，伊藤の各准教授 

配付資料 

資 料１：平成２６年度第７回教育研究評議会議題と所長メモ 

・学院，系及びコース等の構成（素案） 

・系及びコース，技術経営専門職学位課程及び教養教育に係る主担当教員（案）（集計表） 

・年俸制適用職員の取扱い（案） 

・平成 25年度に係る業務の実績に関する評価結果について（通知） 

・各学院の入学定員について（素案） 

・東京工業大学における研究改革の基本方針（案） 

・ガバナンス改革に伴う部局長選考方法の変更案 

・国立大学法人法施行規則の一部改正内容 

・学院運営体制のイメージ（案） 

資 料２-1：平成２６年度第１２回部局長等会議議題と所長メモ 

資 料２-2：平成２６年度第１３回部局長等会議議題と所長メモ 

・「研究費不正防止のための当面の取り組み方針」における「２．物品納入等の経理面

の改革」への対応（案） 

・平成 26年度定期調査（会計経理関係）の実施結果（7月～9月）の周知徹底について

（依頼） 

・日常書面監査からの注意事項 

資 料３：平成２６年度第７回５部局長懇談会（抜粋） 

資 料４：平成２６年度第８回すずかけ台地区安全衛生委員会議題 

資 料５：教員の海外渡航（報告） 

資 料６：客員研究員等の受入れについて 

資 料７：海外交流学生の修了認定について 

資 料８：生体医工学研究拠点 

席上配付資料：2014年精研公開（10/24（金）開催）アンケート集計結果 

回覧資料：第７回教育研究評議会（１１月６日開催） 

：第１２回部局長等会議（１０月１７日開催） 

：第１３回部局長等会議（１１月６日開催） 

 

○現員２９名，公務出張者等１１名，定足基礎数１８名，定足数（２／３）１２名，出席者１７名

で教授会成立 

○前回議事要録（案）を承認した。 

 

１．報告事項 

（１）第７回教育研究評議会（１１月６日開催） 

所長から，資料１に基づき，概要報告があった。 

 

 



（２）部局長等会議（１０月１７日（第１２回）及び１１月６日（第１３回）開催） 

所長から，資料２－１及び資料２－２に基づき，概要報告があった。 

     

（３）第７回５部局長懇談会（１１月７日開催） 

所長から，資料３に基づき，概要報告があった。 

     

（４）第８回すずかけ台地区安全衛生委員会（１１月７日開催） 

所長から，資料４に基づき，概要報告があった。 

 

（５）教員の海外渡航について 

 関係教員から，資料５に基づき報告があった。 

 

２．審議事項 

（１）客員研究員等の受入れについて 

  進士教授から，資料６に基づき，準客員研究員の受入れについて説明があり，審議の結果， 

これを承認した。 

 

（２）海外交流学生（大学院レベル）の修了認定について 

   所長から，資料７に基づき，海外交流学生（大学院レベル）の修了認定について説明があ

り，審議の結果，これを承認した。 

 

３．その他 

  （１）共同利用・共同研究拠点の構築について 

    所長から，資料８に基づき，共同利用・共同研究拠点の構築について概要説明があった。

なお，１２月１２日（金），１２月１３日（土）に４研究所合同シンポジウムを開催する 

予定である。 

 

（２）所長裁量経費について 

    所長から，平成２６年度所長裁量経費について，施設整備等のために予算配分を希望する

研究室があれば，今月中に申し出願いたい旨発言があった。 

 

 （３）精研公開について 

    中村教授から，資料に基づき，１０月２４日（金）に開催された精研公開について，133

名の登録があったこと，日刊工業新聞社及びニュースダイジェスト社から取材があったこと，

並びに，アンケート集計結果の報告があった。 

 

 （４）次回教授会日程について 

次回教授会を１２月１０日（水）１３時１５分からＲ２棟６階大会議室で行うことを確認

した。 

なお，次回所員会議は１１月２６日（水）１３時１５分からの開催を予定しており，開催

する場合には開催日の１週間前に通知することとした。 

 

                                         以 上 

 


